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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　任意選択のキャリア層および活性層を含み、活性層が、キャリア層に接続され、超吸収
剤で任意選択で満たされたナノ繊維不織布を含む、吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項２】
　任意選択のキャリア層および活性層が互いに一体化して形成されているか、または任意
選択のキャリア層および活性層が互いに結合されている、請求項１に記載の吸収性テキス
タイル複合材料。
【請求項３】
　任意選択のキャリア層が水蒸気に対して不透過性であるか、熱放射に対して透過性であ
るか、または熱伝導性である、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項４】
　活性層が、皮膚上での汗の産生を刺激しまたは有害物質を中和するよう反応することが
可能な薬剤をさらに含むか、または活性層が熱伝導コーティングをさらに含む、請求項１
に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項５】
　任意選択のキャリア層が弾性であるか、または任意選択のキャリア層が拡張性でない、
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請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項６】
　任意選択の超吸収剤が、水の存在下で膨潤するコアおよび表面的に後硬化されたシェル
を有するポリマー粒子を含む、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項７】
　ポリマー粒子が、シェルの表面的後硬化の後に破砕されなかったポリマー粒子のふるい
分け分級物である、請求項６に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項８】
　超吸収剤が、デンプングラフトポリマー、生分解性超吸収剤、活性炭、粘土、酸化アル
ミニウム、イオン交換樹脂、またはポリアクリレートを含む、請求項１に記載の吸収性テ
キスタイル複合材料。
【請求項９】
　ナノ繊維不織布が、セルロース、セルロース誘導体、ポリウレタン、ポリアミド、ポリ
エステル、ポリアクリロニトリル、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、ポリ
エチレンオキシド、酢酸セルロース、ポリ（エチレンイミン）、ポリ（カプロラクトン）
、ポリ（２－ヒドロキシメタクリレート）、またはそれらの混合物もしくはコポリマーを
含む、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１０】
　ナノ繊維不織布がポリウレタンを含む、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料
。
【請求項１１】
　任意選択のキャリア層が、セルロース、セルロース誘導体、ポリプロピレン、ポリウレ
タン、ポリカプロラクトン、ナイロン、ポリイミド、ポリビニルアルコール、ポリビニル
アミン、ポリエステル、ポリアクリルロニトリル、ポリエチレンオキシド、またはそれら
の混合物もしくはコポリマーを含む、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１２】
　ポリエステルが、セルロース、セルロースの誘導体、ポリエチレンテレフタレート、ポ
リグリコリド、ポリ乳酸、ポリカプロラクトン、ポリエチレンアジペート、ポリヒドロキ
シアルカノエート、ポリブチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレフタレート、ポ
リエチレンナフタレート、またはそれらの混合物もしくはコポリマーである、請求項１１
に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１３】
　任意選択のキャリア層が、セルロース、セルロースの誘導体、ポリエチレンテレフタレ
ート、ポリプロピレン、ナイロン、ポリエステル、ポリプロピレンを含む、請求項１１に
記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１４】
　任意選択のキャリア層が、活性層より大きく、複合材料を皮膚と接続させるためのその
周縁を取り囲む接着剤層を備えている、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１５】
　接着剤層をさらに含む、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１６】
　活性層が、汗の産生を示す変色指示薬をさらに含む、請求項１に記載の吸収性テキスタ
イル複合材料。
【請求項１７】
　超吸収剤を含まないナノ繊維不織布の少なくとも１つの層をさらに含む、請求項１に記
載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項１８】
　任意選択のキャリア層が柔軟性である、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料
。
【請求項１９】
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　活性層上に位置決めされた接着剤層をさらに含む、請求項１に記載の吸収性テキスタイ
ル複合材料。
【請求項２０】
　ナノ繊維不織布が、０．００１μｍから１０μｍの間、０．１μｍから１．５μｍの間
、または３００ｎｍから９００ｎｍの間の直径を有する繊維を含む、請求項１に記載の吸
収性テキスタイル複合材料。
【請求項２１】
　ナノ繊維不織布が、０．０１μｍから５００μｍの間の、２５０μｍ未満の、または１
００μｍ未満の平均細孔径を有する、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項２２】
　ナノ繊維不織布が、１０％から９０％の間、４０％から９０％の間、または７０％から
９０％の間の気孔率を有する、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項２３】
　ナノ繊維不織布が、０．５ｇ／ｃｍ３から１．５ｇ／ｃｍ３の間、または０．８ｇ／ｃ
ｍ３から１．５ｇ／ｃｍ３の間の密度を有する、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複
合材料。
【請求項２４】
　ナノ繊維不織布が、５ｇ／ｍ２から１０００ｇ／ｍ２の間、または５０ｇ／ｍ２から５
００ｇ／ｍ２の間の単位面積当たりの質量を有する、請求項１に記載の吸収性テキスタイ
ル複合材料。
【請求項２５】
　ナノ繊維不織布が、５０ｇ／ｍ２から４００ｇ／ｍ２の間の、または１５０ｇ／ｍ２か
ら２５０ｇ／ｍ２の間の単位面積当たりの質量を有する、請求項２４に記載の吸収性テキ
スタイル複合材料。
【請求項２６】
　ナノ繊維不織布が、０．１から１００ＭＰａまたは０．５から５．０ＭＰａの破断荷重
、および１００から２，０００％または２５０から１，０００％の伸びを有する、請求項
１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項２７】
　ナノ繊維不織布が、１．５から２．０ＭＰａおよび４００から５００％の破断荷重およ
び伸びを有する、請求項２６に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項２８】
　ナノ繊維不織布が、約０ｇ／ｇから約２００．０ｇ／ｇの間の、約２．５ｇ／ｇから約
１５０．０ｇ／ｇの間の、または約８．０ｇ／ｇから約１０．０ｇ／ｇの間の、生理食塩
水中の吸収性を有する、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項２９】
　ナノ繊維不織布が、約０ｇ／ｇから約２００．０ｇ／ｇの間の、約３．０ｇ／ｇから約
２５．０ｇ／ｇの間の、または約６．０ｇ／ｇから約８．０ｇ／ｇの間の、生理食塩水の
保持容量を有する、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項３０】
　活性層が、約０．１％から約８０％の間の、約１０％から約８０％の間の、または約４
０％から約８０％の間の、または約５０％から約７５％の間の超吸収剤の充填レベルを有
する、請求項１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項３１】
　活性層が、５０％の超吸収剤充填レベルで約１０ｇ／ｇから約１００ｇ／ｇの間、７５
％の超吸収剤充填レベルで約２０ｇ／ｇから約７５ｇ／ｇの間、または超吸収剤なしで少
なくとも０．０１ｇ／ｇの生理食塩水中の吸収性を有する、請求項１に記載の吸収性テキ
スタイル複合材料。
【請求項３２】
　活性層が、５０％の超吸収剤充填レベルで約２５ｇ／ｇから約３１ｇ／ｇの間、または
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７５％の超吸収剤充填レベルで約３８ｇ／ｇから約４５ｇ／ｇの間の生理食塩水中の吸収
性を有する、請求項３１に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項３３】
　活性層が、５０％から７５％の間の超吸収剤充填レベルで１４ｇ／ｇから４０ｇ／ｇの
間の生理食塩水の保持容量を有するか、または活性層が５０％から７５％の間の超吸収剤
充填レベルで２０ｇ／ｇから３５ｇ／ｇの間の生理食塩水の保持容量を有する、請求項１
に記載の吸収性テキスタイル複合材料。
【請求項３４】
　吸収性テキスタイル複合材料を、有害物質で汚染された皮膚部位に所定期間にわたって
付着させるステップと、
　吸収性テキスタイル複合材料を、汚染された皮膚部位から除去するステップと
を含む、有害物質で汚染された皮膚部位を前記物質を吸収しまたは捕獲することにより除
染するための方法であって、
　吸収性テキスタイル複合材料が、任意選択のキャリア層と、活性層とを含み、活性層が
キャリア層に接続されかつ超吸収剤で任意選択で満たされたナノ繊維不織布を含み、洗浄
処置またはマッサージ処置を含まない方法。
【請求項３５】
　吸収性テキスタイル複合材料が、汚染された皮膚部位に対面する活性層上に接着剤層を
さらに含む、請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　第２の吸収性テキスタイル複合材料を汚染された皮膚部位に付着させるステップをさら
に含み；
　第２の吸収性テキスタイル複合材料は、任意選択のキャリア層、活性層、および接着剤
層を含み；
　活性層は、キャリア層に接続され、かつ超吸収剤で任意選択で満たされたナノ繊維不織
布を含み；
　接着剤層は、汚染された皮膚部位に対面する活性層上にありかつ汚染された皮膚部位に
吸収性複合材料を接着させる、請求項３４に記載の方法。
【請求項３７】
　汚染された皮膚部位で汗の産生を刺激するステップをさらに含み、キャリア層が水また
は油の蒸気に対して不透過性である、請求項３４に記載の方法。
【請求項３８】
　汚染された皮膚部位で汗の産生を刺激するステップをさらに含み、活性層およびキャリ
ア層の少なくとも１つが熱放射に対して透過性である、請求項３４に記載の方法。
【請求項３９】
　汚染された皮膚部位で汗の産生を刺激するステップをさらに含み、活性層およびキャリ
ア層の少なくとも１つが熱伝導性である、請求項３４に記載の方法。
【請求項４０】
　汚染された皮膚部位で汗の産生を刺激するステップをさらに含み、活性層が発汗促進剤
を含む、請求項３４に記載の方法。
【請求項４１】
　有害物質が、固体粒子、水性溶液、または油状物質である、請求項３４に記載の方法。
【請求項４２】
　テキスタイル複合体を、汚染された皮膚部位に所定期間にわたって付着させるステップ
と；
　テキスタイル複合体を、汚染された皮膚部位から除去するステップと
を含み、テキスタイル複合体が、ナノ繊維不織布とナノ繊維不織布に一体化された任意選
択の超吸収剤とを含み、ナノ繊維不織布が１μｍ未満の繊維直径を有する、有害物質を吸
収し捕獲することによって有害物質をヒトの皮膚から除染するための方法。
【請求項４３】
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　汚染された皮膚部位が、テキスタイル複合体が付着される前に、汚染された毛包を含み
、有害物質は、テキスタイル複合体が除去されたときまたは後に毛包から除去される、請
求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　有害物質が、固体粒子、水性溶液、または油状物質である、請求項４２に記載の方法。
【請求項４５】
　有害物質で汚染された皮膚部位を除染するキットを製造するための、吸収性テキスタイ
ル複合材料の使用であって、吸収性テキスタイル複合材料が、任意選択のキャリア層と、
活性層とを含み、活性層が、キャリア層に接続されかつ超吸収剤で任意選択で満たされた
ナノ繊維不織布を含む使用。
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